実習経験による非言語的情報処理における変化の検討 : トドラーの顔表情に対する反応から by 松田 久美



























































































































ᐇ⩦⤒㦂๓ ⤒㦂ᚋ ᐇ⩦⤒㦂๓ ⤒㦂ᚋ ᐇ⩦⤒㦂๓ ⤒㦂ᚋ
 (n = 101) (n = 83)  (n = 101)  (n = 83)  (n = 101) (n = 83) 
ᛌ  99.0 98.8 0.3 0.4     0.7 0.8
   (300)     (246)            (1)   (1)       (2)       (2) 
୙ᛌ 2.0 0.0     97.4    98.0          0.7 2.0 
  (6)     (0)       (295)        (244)        (2) (5) 
㦫ࡁ 1.3 2.0 8.9   11.2    89.8 86.7 
 (4) (5)     (27) (28)    (272) (216)















































M  SD M  SD       M SD  M  SD  M  SD  M  SD  M SD  M  SD
2.9 0.2 2.9 0.3 2.6  0.6 1.8 2.0 1.4 1.6 3.0 2.2 2.6 2.2 3.2 1.9 1.4  1.8 
2.9  0.2  2.9 0.2 2.6  0.6  2.0  2.2 0.8 1.1   3.3  2.2 2.1  1.7 3.4 2.2 1.5 1.7
Z 0.24     -0.26     0.46        -0.27   2.54**
**
-1.02  1.26 -0.49 -0.69
Table2 実習経験前と経験後の感情読み取りにおける差
験によるそれへの影響は異なる可能性が示唆された。
一方，人種を超えて，たとえ異なる文化圏であっても一致した感情が読み取られる「明瞭な
顔表情」（Ekman,1985/1987）に対する反応には，教育実習及び保育実習の「経験前」と
「経験後」とに全く違いが示されなかった。このことにより，「実習経験」は，トドラーの「明
瞭な表情」からの感情の読み取りに対しては全く変化をもたらさないことが示唆された。この
ことはまた，「育児経験及び実習経験のない女子学生群よりも，母親群の方が，トドラーの
『明瞭な驚き表情』から『驚きの感情』を読み取らなくなる」という結果（松田，2018）が再
現されなかったことを意味しており，ここからも，母親として「育児」や「子育て」を経験す
るということが「感情読み取り特性」に与える影響と，実習生としての「養護」や「教育」の
経験によるそれへの影響は異なる可能性が示唆された。
以上から，年齢的な若さや，子どもとの相互交渉経験の不足が，トドラーの曖昧な顔表情に
自分の感情状態を投影させた読み取りをさせる可能性とともに，養育者による「育児」や「子
育て」と，保育者による「養護」や「教育」とは，全く性質の異なる「養育行動」である可能
性もまた示唆されたと考えられる。したがって，本研究で得られた結果から生じた今後の課題
として，母親と保育者（母親にはなっていない保育者）との「感情読み取り特性」を比較検討
することが挙げられる。
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